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新本館建築
かくして院勢はますます上昇して、救急患者は仕方なく一時病室外に収容せ
ざるを得なくなったので、ここに意を決して増築することとし、現本舘の北側
に鉄筋地下一階地上二階660坪の本舘を建築することになった。地下には汽缶
室、電気室、倉庫（薬品、事務用品、書類）、職員ロッカールーム等が、地上
一階には事務室、薬局、外来診療室、各種検査室等が、二階には特別病室を含
む病室何4床）がある。昭和42年9月着工し、 43年4月に竣工の予定である。
然しこれは当院将来計画の極く一部であって、更に手術室、中央材料室、放
射線診断及治療室、精神科教育病棟、検査室、研究室、図書舘等の建築、器械
器具の整備等が計画されている。
かように当院の経営状態には浮沈はあったが、苦難の時期を乗りこえて、今
日のように発展することが出来たのはほかでもない、た J職員が当院を自分た
ちの病院であると自覚して、誠心誠意その職責を果たすよう努力しつ Jけて来
たからである。
当院に於ける教育}1研究
教育及研究の領域については、前述の如く当院は独立採算制をとることを余
儀なくされていたので、まず経済的に自立しなければならなかった。従って研
究器械の購入は意の如くならず、又医員も短期間に交代出張して来るものが多
かったので、代々の院長はこの面で如何にも苦慮したことである。実地修練病
院でもなかったので、インターンが実地訓練を受けに来ることは殆んどなかっ
た。若い医師には大学本院に於ける如き勉学の便は少く、多くの器械器具を駆
使して教育を行い研究をさせることは不可能であった。専ら患者を対象とする
ベッドサイドの訓練が主体となった。又適時医員を大学に派遣して勉学せしめ
た。このような情勢のなかでも医員は倦まずたゆまず勉学研究の努力をつ fけ
た。殊に医師として最も大切なことである所の患者に対する誠意ある診療とゅ
う点に於ては大学本院に於ける医師にまさるとも劣らぬものがあると信ずる。
中西院長が教授になってから後、多くの学生が休暇を利用して訓練を受けに来
た。
昭和24年から全28年前期までは高橋部教授が、昭和28年後期から全29年まで
は飯島教授が、昭和30年以降は中西助教授（後に教授）が教育及研究を主宰し
た。この間Jこ当院に於ける研究の成果を得て学位を得たものは、稲富敏男、柳
生三郎、岩田賢太郎、村山寿、池内博、松岡晃、東出篤衛である。又こ
の間に発表された論文、学会報告は多数にのぼり、別刷「東京医科大学霞ヶ浦
病院業績集」に示しであるが、その中には優れた研究が数々認められる。中西
はインフルエンザに関して独自の研究成果をあげた。
昭和35年 9月から 1ヶ年間中西は米国エール大学J.R. Paul教授に招かれて
、その教室でウイルス病特にポリオ並びにウイルス性肝炎についての研究を行
い、又米国に於ける医学教育の実態を視察した。
昭和37年 1月中西は教授に、全年3月額賀は助教授に昇任した。その後研究
用器械も次第に購入されているが、研究費の不足はまだまだ甚しいものがある。
図書は和洋学術図書及雑誌を購入しているが、既に蔵書閲覧に狭隆であるので
新しく図書館が建設されることが望まれている。
現在中西教授（内科学）は感染症特にウイルス性疾患、肝臓病及腫蕩を研究
主題とし、額賀助教授（外科学）は消化器外科を、宮野講師（産婦人科学）は
婦人科領域に於ける麻酔を、服部講師（内科学）は肝臓病、腫場特にその酵素
学的研究を行い、大学より外野助教授が出張して病理学を、堀口講師が循環器
病を指導して居る。
看護婦の教育についても頗る不充分であったと思われるが、今後更に一層看
護精神と看護技術の向上をはからなければならない。その一環として将来准看
護婦養成所の設立が計画されている。
その他各種技師の養成と教育も切に望まれる所であるが、一般職員のそれぞ
れの部署に於ける教育も一段と努力さるべきものと思われる。
以上のべたような状況であるが、今後当院に於ける教育研究の実を如何にし
てあげるかについては大いに苦慮している所である。古来貧しい研究室から卓
絶した業績が生れたとゅうことを銘記して各人努力を続けて居る次第である。
そうしてわが東京医科大学病院が本県のみならず、日本の医学界、更に世界の
医学に貢献する所あることを期して居る次第である。
むすび
以上東京医科大学霞ヶ浦病院開設以来20年の発展の跡を辿って見るとき、そ
の関数々の迂余曲折があったとはいえ、よくまあここまで発展して来たものと
感慨無量である。この間、大学当局、特に故佐藤憲二郎常務理事、同窓各位、
中央並地方公私の方々から受けた絶大な御援助による所大である乙とを思い深
〈感謝の意を表する次第であるが、当病院職員の身体の中に脈々として流れる
愛院の精神に基く協力一致不倒不屈の気性のあった乙とをあげなければならな
い。今日の盛典をみずして物故された職員に対しでは衷心より哀悼の意を表す
る。
最後に、当院は東京医科大学附属病院であり乍ら実質的には大学病院として
頗る不満なものがある。大学当局を始め各位の一層の御支援を請い願う次第で
ある。
